













(テクノポリス法) では新たな産業集積の形成や強化が打ち出された｡ さらに 1990
年代からは事業環境の急変に対応し, 特定産業集積の活性化に関する臨時措置法
(地域産業集積活性化法) によって地域政策として既に形成された産業集積の活性








点に立つと, 産業集積の存続理由は説明可能であるが, なぜ集積が生まれ, あるい
は集積が縮小するのかについては動態的な説明が求められる｡
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より, 産業集積に衰退が生じるという議論である｡ 1990年代以降, 産業集積の中
核を担う企業が産業の空洞化を招くほど海外生産へ移行し, 海外からの安価な半製







まれるが, 衰退期に入ると企業活動における日常化 (ルーティーン化) がイノベー
ションを阻害するようになり, これを克服しなければ産業集積は衰退の道をたどる
とするものである｡
本稿では, 産業集積におけるライフサイクルの捉え方を明らかにし, 特に衰退局
面に注目する｡ 衰退の論理を明らかにすることによって中小企業を主体とする産業
集積の構造変化とイノベーションの取り組み方への示唆を得たい｡
